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要 旨 

構成の観測において、スペクトルを観測することは重要であるが、それを手軽に行うことは難しい。そこで、本研

究では、スマート天体望遠鏡Seestarと回析格子を用いて、星のスペクトル観測を行うための基礎研究を行った。 

１．はじめに 

恒星のスペクトルを観測するにあたって回析格子を用いて行った研究は存在している。(鈴木 2016)しかし、使

用する回析格子のスリット数による、得られるスペクトルの像の違い、そして同スペクトルと対象恒星との角度差

の傾向についての研究はなされていない。これらの要素は、恒星スペクトルの観測を行うにあたって、重要なもの

である。そこで、天体望遠鏡Seestarを用いて、前述の傾向を検証することを本研究の目的とする 

２．使用器具 

スマート天体望遠鏡Seestar S50、回折格子フィルム3枚(格子数がそれぞれ1000、500、140本/㎜） 

３．実験方法 

本研究においては、恒星ではなく月を用いてスペクトルの観測を行った。 

(1) Seestar S50に回折格子を貼り付け、天体を観測する。また、Seestar S50内蔵の星図(SkyAtlas)を用いてその位

置を原点として記録する 

(2) 付近にあるスペクトルについて、Seestar S50内蔵の

星図(SkyAtlas)を用いてその位置を記録する 

(3) 上記(1)(2)の記録について、球の半径が１をしたと

きの大円距離Lについての公式 

𝐿 = arccos (𝑠𝑖𝑛𝜑1𝑠𝑖𝑛𝜑2 + 𝑐𝑜𝑠𝜑1𝑐𝑜𝑠𝜑2cos (𝜆1−𝜆2)) 

を用いて、スペクトルと天体の角度差を計算する。 

(φ1、φ2は緯度、λ1、λ2は経度) 

上記手順を行ったうえで、回折格子の格子定数d、観測し

た光の波長λ、格子によって屈折した角度θについての公

式dsinθ＝λより求められる角度θの値とこれを比較する 

４．結果と考察 

上の図(図1)は、前述の角度差を(3)より計算した値をプロットした実線グラフと、同じく前述の回折格子の格子

定数d、波長λ、そして角度θに関する式に値をそれぞれ代入することで得られた値をプロットした点線グラフから成

る。 

両グラフは、スリット数/㎜と角度差(°)の正の相関関係を示していて、また、それぞれのプロット値を比較する     

と、およそ6%から28%の誤差がみられた。これらの誤差は、試行回数の不足などに起因するものと考えられる。また、

観測における不正確性(観測天体が恒星ではなく月であること、周囲の光が入ってしまうことや、回折格子の不備によ

るものなどである)を除く取り組みも必要と考えられる。 

５．まとめ・今後の課題 

本実験ではスペクトルの像が生じる位置と観測天体との角度差と、使用する回析格子のスリット数(本/㎜)に正

の相関がみられることが分かった。今後の課題としては、月以外の、特に恒星のスペクトルの観測でも同様の結果

が得られるかという問いの検証がある。 
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